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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

杉並区の東部に位置し、環状七号線沿いに介護保険法導入と同時に開設された

介護老人福祉施設です。人生を楽しみつつ安らいで過ごせる施設を目指し、個

別のケースカンファレンスを充実させ、サービスの第三者評価を導入し、福祉

ＱＣにて活性化を図りながら介護力の向上、職員の資質の向上、個別ケアの充

実に取り組んでいます。

《研究前の状況と課題》

（状況）

・ 利用者生活の充実を担うひとつの手段と

してのレクリエーションのマンネリ化。

・ 利用者の希望やレベルに沿ったレクリエ

ーションであるか。

・ 利用者の笑顔が得られるまたは楽しめて

いるレクリエーションの内容になってい

るのか。

・ 職員のレクリエーション意義についての

相違がある。

（課題）

・ 利用者の希望調査。

・ 利用者が選べるレクリエーション実施の

確保。

・ 残存機能の維持・向上に繋がるレクリエ

ーションの考案。

・ 職員の均一したレクリエーション意義の

理解。

《研究の目標と期待する成果》

① QOLの向上・充実化
利用者が楽しめる余暇時間を提供するこ

とにより、笑顔が得られ生活の充実感を

獲得できる。

② 利用者の残存機能の維持・向上

運動、作業、五感を意識したバランスの

取れたレクリエーションメニューを創出

することで機能の低下を防ぎ、意欲をか

きたてることで機能の向上が見込まれ

る。

③ 職員のサービス意識の向上

生活の充実を図る一環として、職員が個

人差なくレクリエーションが実施できれ

ば、利用者にとって、より効果的な支援

となり得る。

自分らしい生活を支える

       レクリエーション実現への取組み

主題

利用者の個々に合った

充実したレクリエーションの実現

副題

特別養護老人ホーム 和田堀ホーム事業所４ヶ月

笑顔で楽しく過ごす 

様式２ 
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《取り組みの結果と評価》

レクリエーションのマニュアルを作成す

ることにより、各レクリエーションの目的、

内容が細分化され、実施方法や備品保管場所

等の明記がされたことにより、どのような方

にどのような効果が見込まれて行うレクリ

エーションであるかが明確化された。また、

備品の整理と保管場所を整えたことでレク

リエーションを開始する際の準備時間が短

縮されるという効果が得られた。

 各レクリエーションの目的をハッキリと

させることによって、「利用者一人ひとりの

生活を支え充実を図るための活動ある。」と

の意識が職員に浸透し始めてる。利用者にと

って有意義な時間を提供することができた

と評価している。

 職員の趣味・特技を活かしたレクリエーシ

ョンを新たなメニューに取り入れたことで

職員も共に楽しめるレクリエーションとな

り、より積極的に利用者へアプローチができ

好評を得ている。

《まとめ》

 利用者にとって、生活の中での余暇時間を

楽しみ、笑顔で過ごせることが QOL の向
上・充実に少しでも発展できると考える。集

団、個別レクリエーションメニューの創意工

夫により、充実した生活を提供したい。

《具体的な取り組みの内容》

・ 前年度のレクリエーション活動状況種類

の確認と活動回数の集計

・ レクリエーションに関する備品整理。

備品一覧表の作成

備品保管場所の設定

・ 利用者、職員のレクリエーションに関す

るアセスメント

利用者の趣味・特技・嗜好等

職員の趣味・特技等

・ レクリエーションのマニュアル化

レクリエーションマニュアルの分類と整

理

・ アセスメントによる新メニューの創出

・ 新メニューによる効果と評価

《提案と発信》

【メモ欄】

レクリエーションの意義や効果を考え直して、利用者の QOL の向上のために不
可欠な活動であると認識している。そして、利用者一人ひとりの人生がどうであ

ったかを職員と共に振り返りながら、今の生き甲斐や希望を探し一つでも多く実

現できるような活動を目指す。自分らしく生活できることを支えるレクリエーシ

ョン活動の実践に私たち和田堀ホームの全職員は取組んでいる。


